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テオドール・ド・バンヴィルにおける
詩的シャンソンの実践

五味田　泰

　19世紀は、詩ジャンル及び、詩句をめぐる発想の大転換があった時代である。
ジャンルに関していえば、18世紀にはすでに息切れしていた叙事詩・悲劇に変
わって、19世紀の詩人たちは抒情詩を発展させ、また近代性とともにそれぞれ
リリスムを追求していったのである。
　詩と音楽との関わりは常に重要な問題でありつづけているが、19世紀におい
ては、詩人たちは特にシャンソンに強い関心を示した。この時代におけるシャン
ソンのフォルムの模倣と実践の流行については、ビュファール・モレの中世から
の包括的研究が示す通りである1。テオドール・ド・バンヴィル（1823-1891）
も、このシャンソンの実践の流行とは無縁ではなかった。この論考では、バンヴ
ィルにおけるシャンソンの実践、そしてそれが彼の詩学にもたらした影響につい
て、20世紀末から21世紀初頭にかけて編纂された詩集の校訂版、戯曲全集、ア
ネックスという比較的新たなコーパスから明らかにすることを目指す。
　まず、おおまかにクロノロジックな順序を追って、バンヴィルのシャンソンを
めぐる事情について分析する。具体的には1840年代、初期の詩作におけるシャ
ンソンについて、詩集だけでなく戯曲コーパスも考慮して、特にその詩作上の特
徴について論じる。続いて、バンヴィル後期、詩集にこそ収められなかったもの
のつづけられた実践およびシャンソンの実践の発展形として考えられるいくつか
の劇作品について触れ、バンヴィルにおいて、シャンソンという要素が、ジャン
ルをめぐる思想と抒情詩の表現の展開においていかに重要であったか示す。
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1.　初期バンヴィルとシャンソン

1.1．詩集『鍾乳石』

　1840年代のバンヴィルの詩作において、シャンソンは重要な位置を占めてい
る。彼はシャンソンのフォルムやテーマを模倣し、またそこから着想を得た作品
を残しているのだ。バンヴィルの詩作におけるシャンソンの存在はごく初期から
確認できる。1846年に出版された第二詩集『鍾乳石』Les Stalactitesにおいては
34編中5編の詩のタイトルにChansonの語が含まれている。そして、同詩集の序
文は、シャンソンの実践の意義について語られている重要なテクストといえる 。

[…] les personnes dont l’esprit noblement curieux s’attache parfois aux lentes 

transformations et aux progrès d’un écrivain sauront sans doute gré à l’auteur des 

Cariatides d’avoir, dans son style primitivement taillé à angles trop droits et trop 

polis, apporté cette fois une certaine mollesse qui en adoucit la rude correction […] 2

　詩人はまず処女作、Les Cariatidesの「生硬なスタイル」に対し、ある種の可
塑性をもたらしたと書いている。

[…] il est nécessaire, pour laisser certains objets poétiques dans le crépuscule qui 

les enveloppe et dans l’atmosphère qui les baigne, de recourir aux artifices de la 

négligence. C’est le métier qui enseigne à mépriser le métier ; ce sont les règles de 

l’art qui apprennent à sortir des règles3.

　続く段落では、詩がよりニュアンスに富んだ表現を得るためには、あえてナイ
ーヴさを演出するテクニックも必要であること、そして創作において既存の規則
を逸脱することの重要性が明らかにされている。詩集に含まれるシャンソンや舞
曲の実践は、詩集をより多様に、詩をよりニュアンスに富んだものにする一手段
であったと考えることができよう。

Les quelques chansons et imitations de rondes populaires que contient ce volume 

seront, pour le lecteur, comme pour l’auteur lui-même, une préparation, un 
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acheminement vers un nouveau livre qui aura pour titre : Chansons sur des airs 

connus4.

　続く第三のパラグラフにおいて詩人は、シャンソンや舞曲の模倣はChansons 

sur des airs connusなる書物への準備であるとも述べている。この書物は実現し
なかったが、1846年における彼のシャンソンへの傾倒を証言づけるものである。
　では、『鍾乳石』におけるシャンソンの実践はどのようなものだったのだろう
か。詩集におけるシャンソンの要素を持つと思われる作品の特徴を表にした。

　詩編« Nous n’irons plus au bois »は、« Nous n’irons plus au bois / Les lauriers sont 

coupés »という俗謡の冒頭二行を一つのアレクサンドランとし、それを冒頭と末
尾で繰り返す構造になっている。このルフランは詩中ほどで分割され、後に再び
出会うという構造になっている。線的な進行ではなく、ルフランが回帰する循環
的な構造をみることができよう。

Titre Nv5 詩節・脚韻構造
Schéma strophique et rimique

韻律
Schéma Métrique

Stalactites    

Nous n’irons plus au bois 10
AbabccbabA6 
mfmfmmfmfm

12

La Muse 20
Quatrains à rimes suivies : 
ffmm mmff ffmm mmff ffmm

8

Chanson à boire 55 fmmf ; refrain ; fmmf ; distique 8/4/8/10

La Chanson de ma Mie 30 abaaB mfmmf 6.3.6.6.3

Ronde sentimentale 26 AA abba MM fmmf 10

La Chanson du Vin 90 aabccb mmfmmf 5.5.4.5.5.4

Chanson d’amour 32 mfmf 8

Chanson de bateau 30 aabcbc mmfmmf 7.3.6.6.4.4

A une petite 
Chanteuse des rues

84 aabccb mmfmmf 7.3.7.7.3.7
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Nous n’irons plus au bois, les lauriers sont coupés

Les Amours des bassins, les Naïades en groupe

Voient reluire au soleil en cristaux découpés

Les flots silencieux qui coulaient de leur coupe.

Les lauriers sont coupés, et le cerf aux abois

Tressaille au son du cor ; nous n’irons plus au bois,

Où des enfants charmants riait la folle troupe

Sous les regards des lys aux pleurs du ciel trempés,

Voici l’herbe qu’on fauche et les lauriers qu’on coupe.

Nous n’irons plus au bois, les lauriers sont coupés7.

　詩編はアレクサンドラン10行からなっているが、脚韻構造は他に例を見ない、
AbabccbabAという、シンメトリックな構造になっており、循環的な印象を強め
ている。脚韻を見ても、脚韻aとbにおいて、全ての詩句で支えの子音 [p]が現
れ、第8行を除いた詩句で母音 [u]が現れている。脚韻cでも、aux abois/plus au 

bois [o zabwa/ply zo bwa]と多くの音が重なっている。
　俗謡の二行から出発し、シャンソンの特徴である詩句や音の繰り返しという手
法を用いて新たな詩を作るという、ビュファール＝モレの言う「詩的シャンソ
ン」Chanson poétiqueの典型例と考えることのできる詩編である8。
　続く« La Muse »の冒頭の二詩節においては、第一詩節の第4行目のルフラン
が第二詩節の冒頭に位置している。平韻で書かれているこの詩の場合、ストロフ
ごとに最後の詩句の性が男性・女性と交代することになる。

Près du ruisseau, sous la feuillée,  

Menons la Muse émerveillée  

Chanter avec le doux roseau,  

Puisque la Muse est un oiseau.

Puisque la Muse est un oiseau,  

Gardons que quelque damoiseau  
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N’apprenne ses chansons nouvelles  

Pour aller les redire aux belles9.

　この二詩節で構成されるグループが再びくりかえされ、そして冒頭と同
じ « Puisque la muse est un oiseau »というルフランを持つ4行詩節が詩をしめく
くる。舞曲のように、周りながら大きな円を描いていくような構造を見ることが
できる。
　« Ronde Sentimentale »の構造は二行のルフランと4行詩句を組み合わせたもの
になっており、« La Muse »同様、二要素の交代がロンドの円環運動を想起させる。

Sur les gazons verts, le soir nous dansons, 

Au clair de la lune, au bruit des chansons.

 

Tout brûlant d’amour, le Ciel dit à l’Onde : 

Je ne puis descendre et baiser tes flots, 

Ni dans tes beaux yeux, par le soir déclos, 

Voir se refléter ton âme profonde. 

[...] 

Frémissante encor, l’Onde sous la flamme  

Apaise ses flots et dit à l’Azur :  

Le meilleur de toi dans mon lit obscur  

Sommeille à demi sur mon sein qui pâme.

Sur les gazons verts, le soir nous dansons, 

Au clair de la lune, au bruit des chansons10,

『鍾乳石』の例からは、古典的詩作品の特徴に対立する形で、
1)12音節詩句平韻に代表される単一の韻律に対して、複数の韻律を用いること
2)奇数脚の使用
3)長い段落ではなく、比較的短いストロフ形式をもつこと
4)線的な進行ではなく、ルフランを含めた繰り返しの周期的な構造
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以上のような特徴をあげることができよう。既存のオフィシャルな詩に見られな
いこれらの要素を自身の詩に導入することで、詩人は独自の歌＝詩句を探求して
いったと考えられる。『鍾乳石』においては、バンヴィルはシャンソンから出発
しつつも、独自のフォルムを模索している。もちろん、シャンソンの模倣はフォ
ルムに限らず、過去へのノスタルジー、口承で伝わってきたフォークロアとい
ったテーマ的な要素にもわたっていることはいうまでもないが、主題面でも、
« Chanson à boire »のように、古代への要素とフォークロア的要素が同じ詩編に
存在するなどの独自の操作が見られる。

1.2.『綱渡りのオード』のシャンソン─元歌のあるシャンソンとパロディ

　続いてシャンソンが姿を見せるのは、1857年初版の『綱渡りのオード』であ
る。この詩集では、シャンソンのフォークロア的な面とは異なった面を見ること
ができる。シャンソンにも、口承的な伝統的シャンソンと、元歌ありのシャンソ
ンがあるが、後者について、バンヴィルはすでに『鍾乳石』の序文において、既
存のメロディにもとづいた詩集を予告していた。実際に出版されることはなか
ったが、バンヴィルは1840年代から『綱渡りのオード』に収録されることとな
る、既存のメロディに載せた詩を作っている。『綱渡りのオード』は風刺的パロ
ディ的な要素の強い詩集であるが、元歌のあるシャンソンに別の詞を乗せる行為
自体、パロディに通じる部分が大きい。
　第一の例は« Couplet sur l’air des Hirondelles, de Félicien David »である。

 Couplet

SUR L’AIR DES HIRONDELLES, DE FÉLICIEN DAVID.

Acteurs chez qui Mérope  

Hurle comme un beffroi,  

Pour enchanter l’Europe,  

Jouez Le Misanthrope 

　Sans Geffroy11!

　タイトルにCoupletとある点が重要である。詩は5行詩節一つだけで構成され
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ており、詩節としての周期性には欠けるが、abaabという脚韻構造、6.6.6.6.3と
最後の詩句が短く終わる点から、5行詩節の構造は明らかに把握できる。
　バンヴィル自身が、1873年に付した自注にて、元のテクストを明らかにしている。

 Les hirondelles

Voltigez hirondelles 

Voltigez près de moi 

Et reposez vos ailes 

Au faîte des tourelles 

　　Sans effroi12.

　ここでバンヴィルは、韻律の選択、脚韻構造とも元のテクストのものを模倣し
ている。特に脚韻bの [wa]は全く同じ音であり、sans effroiが sans Geoffroyと人
名になっている点のみ異なる。元のテクストの情報が明示されているだけに、そ
れを知る同時代の読者にとっては効果的であったかもしれない。
　第二のケース、Voitureのシャンソンのパスティッシュである« Chanson sur l’
air des Landriry »も5行詩節で構成されているが、第3詩句はストロフ内では対応
する韻がなく、ストロフ間で繰り返されるルフランとなっている。

Voici l’automne revenu, 

Nos anges, sur un air connu, 

  Landrirette, 

Arrivent toutes à Paris, 

  Landriry13.

　後者については詩人によるコメントがある：

Ici, le fin du fin et la suprême habileté, c’est d’imiter la négligence et le sans-façon 

de la rime populaire, de faire rimer les mots terminés par un S avec ceux qui 

sont terminés par un T, et d’éviter, au lieu de la rechercher, la conformité de la 

consonne d’appui14.
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『鍾乳石』当時と変わらない主張が確認できる。Sで終わる語とTで終わる語で
韻を踏む、1872年出版の『フランス詩小論』で必須としていた「支えの子音」
を使わない、といった彼にとっての「破格」をあえてしたというわけである。

1.3．舞台作品とシャンソン

　既存のメロディをもとに詩を書くという行為は、制度的にオリジナルの音楽を
使うことが許されなかったヴォードヴィルの創作と共通する点がある。事実、
1847年ころ執筆と推測される、未上演のFolie-VaudevilleであるEntre l’arbre et 

l’écorceは、20のすべて既存のメロディに基づいて書かれたAirを含んでいる。
これらのCoupletの構造は、バンヴィルの詩集のものとは大きく異なっている。
　Feuilleton d’Aristophaneはバンヴィルの演劇的テクストで最初に上演の機会を
得た作品（1852）だが、このごく大衆的なルヴュには当然のようにシャンソン
が含まれている。

Blanche fleur hautaine,  

Camélia fardé,  

Souris, de rose bordé,  

A ma dernière fredaine!

Et fion, fion, flon, larira, dondaine,  

Et gai, gai, gai, larira, dondé15.

　6.6.7.7という比較的短い韻律の組み合わせ、ルフランの9音節詩句の使用はバ
ンヴィルに限らず極めて珍しいものと言える。1854年上演の« Les Folies-Nou-

velles »にも複数のシャンソンが含まれている。どちらの場合も奇数脚、ルフラ
ンの存在が確認でき、演劇作品においてもシャンソンが実践されていたことがわ
かる16。
　バンヴィルにおいては、1846年の『鍾乳石』から、1850年代の三つの戯曲、
1857年の『綱渡りのオード』に至るまで、シャンソンの実践は絶えることなく
続けられた。『鍾乳石』のように、特徴的なフォルムやノスタルジーやフォーク
ロアのテーマも含めた模倣、同時代の空気を彷彿とさせる『綱渡りのオード』、
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大衆的演劇ジャンル、バンヴィルはこれらの古典的な詩ジャンルにはない要素を
実践し、自らの詩学へと取り込んでいったのである。実際、奇数脚の使用、特に
7音節詩句、そして複数韻律の組み合わせなどは後期のバンヴィルではごく普通
のものとなっている。

2．後期バンヴィルにおける展開

　1840年代におけるほどの頻度ではないものの、バンヴィルは以降もシャンソ
ンの創作を続けている。詩集に収められたのは、1892年死後出版の最後の詩集
Dans la Fournaiseの« La Lune »と« les belles filles »の二編のみだが、全集の補
遺に収められたシャンソンの数は決して少なくはない。これらの詩篇の韻律的特
徴については、以下の表に示した。

　『綱渡りのオード』の続編であるNouvelles Odes funambulesquesに関連した« Les 

Embarras de l’Académie. Chanson sur l’air des Lanturlu » はタイトル通り、既存のメ
ロディに載せたものであり、『綱渡りのオード』の路線が継承されている。Dans la 

fournaiseの二編は1876年に発表されたものだが、タイトルに先んじて« Chansons 

sur des airs connus »という記述があり、メロディに載せた詩的創作が続けられて
いたことを示している。

OPCIV 詩句
数 詩節・脚韻構造 韻律 執筆時期

La Chanson du poète

Quatrain abab fmfm 8

Septain ababccd 8

63 Huitain ababcdcd 8 vers 1860

OPCV

Les Embarras de 
l’Académie. Chanson sur 
l’air des Lanturlu 63 ababcDD fmfmfmm 5.5.5.5.5.7.12 1862

Dans la Fournaise

La Lune. Air : Au clair de 
la lune. 48

huitain ababcdcd
fmfmfmfm 5 1876

Les Belles Filles. Air : 
Giroflé-Girofra17

64 fmfm 6.6.6.5 1876
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　一方、バンヴィルの生前に詩集に収録されなかったシャンソンは、全詩集第8

巻のアネックス、セクションChansonsにおさめられている。以下にタイトルと
フォルム上の特徴を示した。

OPCVIII 
Chansons

詩句
数 詩節・脚韻構造 韻律 時期

Chanson 48 Aabb ffmm abab fmfm 7 1845

Crépuscule 
Rêverie 24 abab fmfm  CCDD 

ffmm(refrain) 10.10.10.10/6.6.6.6 1852

Fleur de 
bohème 
Catalane

42

Dizain AB´B˝AB′
B˝bcbc fmmfmmmmm

Huitain ababcdcd18 

fmfmfmfm

8.8.6.8.8.6.5.10.5.10

7 1852

Le dernier 
Chant de Sapho

25

abaab19 mmmmm

Refrain (ABAB fmfm) 
/ abab fmfm / Refrain 
(ABAB fmfm)/ abab 
fmfm / Refrain (ABAB 
fmfm20)

8.8.8.4.8

8.8.8.8 1860

Le Délaissé 24 aaabcccb fffmfffm 10.6.4.4.10.10.4.4 1863

La Vesprée 27 ababCCDEE 
mfmfmmfmm 7.7.7.7.8.8.4.3.8 1863

Cécilia 36 Douzain abbaccdeedff 
mffmffmffmff 9.3.3.9.3.3.9.3.3.9.3.3 1863

Ma Grand’tante 
Chanson Louis 
XV 48

Douzain ababcdcdeefF 
fmfmfmfmffmm 8 1864

La Tristesse de 
Laure

48 Rimes plates (16vers) 4.4.3.3.4.4.4.4.4.4.3.3.
4.4.3.3. 1865

Ma Colombine 20 ababC (f f f f F) 8.8.8.8.6 1864

Le Centenaire 36 abaabCDCD fmffmfmfm 8.8.8.8.8.7.7.7.7. 1864

Noël 56 abab fmfm 8 Datée de 
1875

Le Chanteur 
florentin

32 aaabcccb ababcdcd 
aaabcccb ababcdcd 6 記載なし
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1860年代により新しい展開として現れてくるのが、特定の作曲家とのコラボ
レーションである。1863年から、バンヴィルはジュール・クレッソノワのた
め に« Le Délaissé », « La Vesprée », « Cécilia », « La Tristesse de Laure », « Ma 

Colombine », « Le Centenaire » の6篇を書いている22。単にシャンソンのフォルム
を模倣するのではなく、また既存のメロディに合わせて詩を作るわけでもなく、
クレッソノワとの共同作業として、詩人はオリジナルのメロディで歌われること
を念頭において詩作をする機会を得たと言えるだろう。

2.2.　舞台作品での展開

　また、演劇コーパスにおいて、Les Deux Jardiniers23及びHymnis24という二つの
オペラ・コミックが書かれていることは興味深い。Les deux jardiniersはCharles 

de La Rounatとのコラボレーションによるものだが、創作の時期は明確ではな
い。校訂版の編者は1871-72年と推測しており、1874年に出版されている。上
演の試みはあったが実現の機会はなかったようである。地の文は散文で書かれて
おり、18の場面にCouplet、Romanceなどのタイトルのついた韻文テクストが挿
入されている構造となっている。クプレとルフラン、デュオ、トリオなどの繰り
返しが多く、20行近くも切れ目なしに続く場合もある。韻律の組み合わせも奇
数偶数を含めて極めて多様である。
　複数のシャンソンで提携していたバンヴィルとジュール・クレッソノワは、
1867年ころ、オペラ・コミックの企画を完成させる。1879年になってようや
くHymnisのタイトルで上演され、1880年に出版された。地の文も含めて全て韻
文で書かれているが、地の文にアレクサンドランではなく8音節詩句が用いられ
ている。バンヴィル劇では唯一のケースである。この作品でもストロフ形式は非
常に多彩である。

La Charité 32 aaabcccb ababcddc 
aaabcccb ababcddc 4 記載なし

Sérénade 24 ababcdcd fmfmfmfm 8.10.8.10.8.10.4.4 記載なし

La Fenêtre 
ouverte

52 ababcdcd mfmfmfmf 
ABAAB mfmmf 8 1870.1.

Jeunesse 10 AbabA21 mfmfm 12 記載なし
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　音楽劇の場合、作曲家との連携、メロディの要請の理由が大きいだろう。この
過程自体が新たなフォルムを詩人にもたらしたのみならず、オペラ・コミックと
いうジャンルを詩的実践の一部として統合するロマン主義的な試みを推し進めた
ものとして考えることができるのではないだろうか。

　第二詩集『鍾乳石』においてバンヴィルは、シャンソンという要素を模倣し、
自らの詩に同化しようと試みた。そして、シャンソンとの関わりは、滑稽・風刺
的な作品『綱渡りのオード』、1860年代の作曲家とのコラボレーション、音楽
劇の試みまで、1840年代から後期に至るまで、様々な展開を経ながら続いてい
った一つの系譜をなしている。平行してシャンソンに特徴的なルフランや奇数脚
はバンヴィルの他の詩作品の中に浸透していった。
　シャンソンを導入することで詩人は、一方では詩の表現形態の多様化を目指
し、他方ではシャンソンの民衆的な調子、アクチュアルな主題、パロディの持つ
風刺性や滑稽さといった要素を抒情詩の一部へと統合し、それを豊かならしめよ
うとした。この過程は『綱渡りのオード』に代表されるバンヴィルのリリスムの
展開を証言づけるものと言えるだろう。
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